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内科領 域感 染 に対す るcefclidinの 臨床効果及 び安全 性の検 討
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Cefclidinを 内科領 域 感染症8例 に使 用 した。 効 果判 定が 可能 で あった4例 の 内訳 は,敗 血症

疑 い1例,急 性肺 炎2例 お よび腎孟 腎 炎1例 で著 効1例,有 効3例 であ った。副 作用 は,8例

中1例 に薬 剤熱 が認め られた。 本剤 に よ る臨 床検査 値 の異常 出現 例 は認め られなか っ た。 また,

眼科 医に よる眼圧 測定 が6例 に おい て実施 された が異常 出現例 は認め られ なか った。 これ らの

成績 よ り,本 剤 は内科領 域 感染症 に 対 して高 い有 用性 が期待 で きる注射用 セ フ ァロス ポ リン剤

であ ると考 え られた。
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Cefclidin (CFCL)は,エ ーザ イ筑 波研 究 所 で創 製 さ

れた,新 規な注射用 セ フ ァロス ポ リンであ り,グ ラム

陽性菌お よび グラム陰性菌 に対 して広範 囲 の スペ ク ト

ルを有 し,特 に緑 膿菌 に対す る強 い活性 を有す る1,2に

とを特徴 としてい る。一 方,本 剤 をラ ッ トに1000mg/

kgを4週 間連続投与 す る と,眼 圧 が上 昇す るこ とが 認

め られ ている。

今 回,本 剤 を8例 の 内科領 域感 染症 患者 に投 与 し,

その有効性,安 全 性 お よび有 用性 の検 討 を行 った。 な

お,可 能 なか ぎり眼科 学的安 全性 の評 価 も同時 に行 っ

た。

本剤1回1～29を1日2回,点 滴 静注 した。効 果 判

定は,主 治医の 基準 に従 って行 った。 眼科 学的安 全 性

の評価は,眼 圧 測定,瞳 孔検 査 お よび眼底検 査 を実 施

し,眼 科医が行 った。 主治 医は,眼 科 医 の判定 を勘案

して最終的 な安 全 性の評価 を行 った。

本剤が投 与 され た総症例 数 は8例 で,そ の臨床 的評

価につ いてTable 1に ま とめ た。投与 量 の内 訳は,1日

29×2回 投与例 が5例,1日1g×2回 投与 例 が3例

で あった。投 与 期 間 は4～22日 で あ り,総 投 与 量 は

14～649で あった。

効果判 定が可能 で あっ た症 例 は,4例 であ り,そ の

内訳は,敗 血症 の疑 い1例,急 性 肺炎2例 お よび 腎孟

腎炎1例 であ った。総合 臨床 効果 は,著 効1例,有 効

3例 であ り,全 例 有効 以上 で あっ た。

効果判定 が困難 であ っ た4例 の 理 由は,感 染症 状不

明確2例 お よび基礎 疾 患重篤化 の ため2例 であ った。

安 全性 の評 価 は,全 ての 投与症 例 につ いて行 われ,自 ・

他 覚症 状 を伴 う副作 用 として,1例 に投 与 開 始 後13

日 目に薬剤 熱が 認め られ た。 なお,本 症 例 は,薬 剤 ア

レル ギー を高頻 度 に発 生 し易 いSjogren症 候 群 を基礎

疾患 と して有 して お り,か つ,他 のペ ニ シ リン系お よ

び セフ ェム系薬 剤 にア レル ギー の既往 を有 す る患者 で

あ った。

本 剤 に起 因す る と考 え られ る臨 床検査 値 の異 常 出現

例 は認め られ なか った。

眼科学 的安 全 性評価 は6例 に お いて実施 され たが,

異常 出現例 は認め られ なか った。

有 用性 判定 が可 能 であ った4例 に おい て,極 め て有

用1例,有 用3例 で,全 例有 用 以上 であ った。

効 果判 定が 可能 で あっ た4症 例 で は全例 有効 以上 で

あ った こ と,安 全性 の 面か らも8例 中1例 で薬 剤熱 が

出現 した もの の投 与 中止 に よ り速 や かに平 熱化 す る軽

度 の もので あ り,か つ 患者 の基礎 疾 患の 関与 も考慮 し

た場 合,特 に臨床 適応 上 に問題 とな る所 見 では ない こ

とか ら,本 剤 投与 に よ り安全 か つ十分 な治療効 果 が得

られ る もの と期待 され る。 一方,眼 科 学 的安全 性につ

いて,眼 圧 測定,瞳 孔 検査 お よび 眼底検 査 を中心 に実

施 し評価 したが,全 く異常 出現例 は認め られ なか っ た

こ とよ り,1日2～49を 通常 の期 間投 与 した場合,ヒ

トで眼圧 上 昇が 出現 す る可能性 は な い もの と推定 され

た。
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Table1.Clinical summary of cefclidin

R: right eye, L: left eye

以上 よ り,本 剤 は,内 科 領域 感染症 に対 し,高 い有

効率 を有 し,か つ 副作用 の 内容 お よび程度 に おい て類

薬 と同 等で あ るこ とよ り,有 用 性 の高 い注射用 セ フ ァ

ロス ポ リン剤 で あ る と考 え られ た。
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Cefclidin (CFCL) was administered to 8 cases with infections in the field of internal medicine. Of

4 clinically evaluable cases, consisting of 1 suspected septicemia, 2 acute pneumonia and 1 pyelone-

phritis, the excellent responses and good responses were 1 and 3, respectively.

As for adverse drug reactions, drug fever was elicited in 1 of 8 cases. Any abnormal laboratory

finding relating to CFCL was not noted. Ocular tension measurement was performed in 6 cases by

a ophthalmologist and no abnormality was found in all cases. On the basis of these results, CFCL was

expected to be a highly useful injectable cephalosporin for the treatment of infections in the field of

internal medicine.


